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１．はじめに 

 

都市空間における商業集積やヒトの移動情報を整

備し，その情報をベースに人々の回遊行動を予測す

ることができれば，Bluetooth や GPS，無線タグな

どを用いて得られるヒトの位置データを逐次参照し，

都市を回遊している人それぞれのニーズに応じた空

間地理情報が配信可能となる．さらに，多くの回遊

行動を引き出す中心市街地をデザインしたりする上

で重要な情報の提供が可能となる．このためには，

都市の回遊行動をモデル化し定量的な分析が求めら

れる． 

都市の再開発事業のような狭域エリアにおける回

遊行動を理解し，モデル化を図るためには，こうし

た都市空間が旅行者に対してどのように認識されて

いるのかを把握し，認識されている都市空間上で生

起しているアクティビティを詳細に分析していくこ

とが望ましい．魅力的な都市空間は旅行者が実際に

回遊し新たな空間を再発見することで，認識してい

た都市空間そのものが変化し，さらなる活動の生成

を促すからである． 

本研究では,旅行者の都市空間の認知に焦点をあ

て，これと回遊行動の関係性を分析する．松山市の

中心的な商業地域である大街道商店街・銀天街商店

街周辺エリアを分析対象として，メンタルマップア

プローチによる回遊行動分析を行う. 
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２．メンタルマップアプローチと回遊行動分析 

 

(1)既往の研究 

Lynch(1960)の The image of the city は，メンタ

ルマップ研究の嚆矢となった研究である．この研究

では，都市の分かりやすさを示す Imageability とい

う概念を用いている．Imageability の相違をもとに，

対象地域を被験者に描かせた地図(メンタルマップ)

を描かせ，都市の構成要素を分解した上で分析して

いく手法は，以降，人文地理学・都市論・環境心理

学において盛んに用いられるようになった． 

こうしたメンタルマップ研究の主な論点は以下の

点に集約されよう．1)空間の歪みと 2)分節化，3)階

層構造及び 4)異方性である．Tversky(1981)は地図

の記憶の方向判断が東西・南北の方向に歪みやすい

ことを示している．一般に距離や角度の情報が記憶

中に正確に表象されないことが知られている．こう

した歪みはさらに階層性をもつ．Stevens & 

Coupe(1978)によれば，異なる領域に含まれる 2 地点

の間の方向判断を行なうと上位の領域間の方向に影

響されて実際の方向に比べて判断が歪むことを示し

ている．空間の分節化については，ある地点から見

て 2 地点のうちどちらが近いかという判断で，地点

が異なるセグメントに属していると判定が歪むが，

同じセグメントにある場合はかなり正確であること

などが示されている（Allen;1981）．知覚空間におけ

る異方性に関して，地平にある月が天頂にある月よ

りも大きく見えるという“月の錯視”が知られてい

る．空間記憶についてもまた異方性が見られること

を示した研究がみられる． 

以上のようにメンタルマップは実際の物理的空間

での位置関係を正確に反映したものではない．空間

の記憶も物理的空間と正確に対応してはいない．ま



たメンタルマップにおいて描かれるオブジェクトの

意味と空間記憶表象との関係を扱うには継時的な変

化を検討する必要がある．メンタルマップで描かれ

る地形図は人間の知覚空間を示しているからである． 

 

(2)都市内ネットワーク上の回遊行動分析への展開 

通常我々がネットワーク分析を行う場合，“ある程

度”実ネットワークを集約した上で，そのネットワ

ーク上に交通量をなんらかの行動原理に従うように

ローディングする．この際，旅行者の行動原理やロ

ーディングアルゴリズムに関する研究は多く見られ

る．しかし，ネットワークの集約については溝上・

松井・二ノ宮(1987)がネットワークの集約化が配分

精度に与える影響を分析している先駆的研究がある

ものの，ネットワーク上の選択行動の範囲や選択肢

を規定するネットワークそのものがどのように構成

されるべきかに着目した研究は少ない．歩行者を対

象とした都市内の回遊行動を分析する上で，ネット

ワークをどのようにとり扱うかは本質的な問題であ

る．従来の交通配分では，細街路や並行するリンク

の集約を行うことで，ある程度大雑把に幹線の交通

混雑の改善などを評価する．これに対して都市内の

回遊行動を分析対象とする場合，以下の点でネット

ワークそのものをどのように定義するかが重要とな

る． 

 

1） 中心市街地の魅力は裏通りの回遊性の高さによ

って規定されることが多い．どのような細街路

が認識されたりされなかったりするのかを明示

的に取扱い，ローディングするネットワークそ

のものを決定する必要がある．また認識される

細街路の構成はメンタルマップに描かれる空間

の階層性に依存している． 

2） 従来，ゾーン内々交通量として取り扱っていた

交通量を新たにより細かいゾーンとゾーンセン

トロイドとして再設定する必要がある．この際，

メンタルマップにおいて認識されているディス

リクトやランドマークが実際の行動の参照点と

して機能していることを考慮した上でより詳細

に設定すべきである． 

 

３．調査概要 

 

本研究において，被験者に対象エリアを実際に回

遊してもらい，その前後でメンタルマップを記入し

てもらい基礎的な分析を行った． 

調査対象エリアは松山市の中心市街地とし，OD を

与えた上で時間制約，購買金額制約を設定した．1

人または 2 人にグループで自由に行動してもらい，

被験者に対して調査前及び調査後に,調査対象エリ

アの地図を描いてもらった.このとき人と相談せず

に出来るだけ詳しく描いてもらった.以下,この地図

を「メンタルマップ」と呼ぶ.また普段の行動に近い

行動が得られるように,被験者には調査の目的や内

容の詳細は伝えず被験者の行動が記録されることの

みを事前に伝えた. 

本研究では5月と11月の2回にわたって調査を行

った,5 月の調査では被験者人数 10 人（1 人×2

組）,11 月の調査では 27 人（1 人×11 組、2 人×8

組）とした. 

描かれたメンタルマップを図3-1と図3-2に示す．

どちらも出発場所が上に描かれており，必ずしも北

が上に描かれておらず，東西方向と南北方向のスケ

ールも異なっている．メンタルマップにおける異方

性が確認できる．また回遊した範囲は同じであるに

も関わらず，被験者によってメンタルマップに描か

れたオブジェクト数が大きく異なっている． 

本研究では，このように描かれたメンタルマップを

用いて定量的な分析を行う上で以下のオブジェクト

指標の抽出を行った． 

①パス：メンタルマップに記入された道路. 

②店舗：メンタルマップに記入された店舗. 

③ディストリクト：地区,地域のこと.ここでは,メン

タルマップに描かれた地区セグメントの共通部分を

取り出し，大街道商店街・銀天街商店街周辺エリア

を,ラフォーレ・三越地区,大街道地区,飲み屋街,オ

フィス街,千舟町通り地区,裏通り地区,銀天街地区,

伊予鉄百貨店地区の 8 つに分類した． 

④立ち寄り店舗数：立ち寄った,または立ち寄る予定

の店舗数.同一店舗に複数回立ち寄った場合も重複

して数える. 

⑤店舗属性：記入された店舗を,複合施設,ドラッグ 



図 3-1 メンタルマップ（被験者 a） 

 

 

図 3-2 メンタルマップ（被験者 b） 

 

ストアー,服飾施設,映画館,アミューズメント施設,

飲食店,喫茶店,書店,CD 屋,コンビニ,その他の専門

店,銀行・公共施設の 12 の属性に分ける. 

 

４．分析結果 

 

(1)推移確率の分析 

 メンタルマップに描かれたオブジェクトのうち 

図 4 地区間の移動の推移確率 

パスによって分割されるディストリクトに着目した

上で，各被験者間で共通のディストリクトと施設を

グルーピングし，グルーピングされた地区間の推移

確率を計算した．その結果を図 4 に示す．対象とし

た回遊行動が買い物であったことから，商業施設の

集中する銀天街，大街道への推移確率が高くなって

いることがわかる．一方オフィス街や飲み屋街への

推移確率は低く，雑貨屋などが立地する裏通りへの

推移確率は比較的高い．買い物行動における回遊性

の特徴を示していると考えられる． 

 

(2)オブジェクトの継時分析 

次に,個人の回遊行動のパターンに注目してメン

タルマップの継時分析を行う．中心市街地における

個人の回遊行動パターンを 2 つのパターンにわけて

考える．行動範囲が広く多くの店舗に立ち寄る「ア

クティブ型」と,特定の店舗に長時間滞在する「ステ

イ型」である.回遊行動追跡調査において,総立ち寄

り店舗数を個人数で割ったものを平均として,平均

以上をアクティブ型,平均以下をステイ型と定義し

た.アクティブ型は19名,ステイ型は16名となった．

なお，データの欠落していた 2 名については,分析の 

対象から外したため,個人数は 35 人となった． 

表 5-1 の 2 つの表は調査前の記入店舗数と調査後 
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表 5-1-1 記入店舗数と記入店舗数増加の関係 

 記入店舗数増加 記入店舗数増加 

アクティブ型 平均以下 平均以上 

記入店舗数平均以下 ５ ４ 

記入店舗数平均以上 ４ ４ 

 

表 5-1-2 記入店舗数と記入店舗数増加の関係 

 記入店舗数増加 記入店舗数増加 

ステイ型 平均以下 平均以上 

記入店舗数平均以下 ９ ３ 

記入店舗数平均以上 ２ ２ 

 

表 5-2-1 記入パス数と記入パス増加数の関係 

 記入パス数増加 記入パス数増加 

アクティブ型 平均以下 平均以上 

記入パス数平均以下 １０ １ 

記入パス数平均以上 ０ ８ 

 

表 5-2-2 記入パス数と記入パス増加数の関係 

 記入パス数増加 記入パス数増加 

ステイ型 平均以下 平均以上 

記入パス数平均以下 ８ １ 

記入パス数平均以上 ０ ７ 

の記入店舗数増加の関係を示している.記入店舗数

増加の割合はアクティブ型が 42％,ステイ型が 31％

であった.これはアクティブ型の方がより都心を回

遊することで,メンタルマップを経時に詳細にして

いくことを示している． 

表 5-2 の 2 つの表は調査前の記入パス数と調査後

の記入パス数増加の関係を示している.アクティブ

型もステイ型も道（パス）をよく知っている人は,

調査前に記入していない道を調査後に多く記入して

いる．一方あまりパスを知らない人は殆ど新たなパ

スを記入できていない.詳細なパスを認識している

人ほど，実際にネットワーク上で回遊することでパ

スを思い出したり，普段通らない新たなパスを利用

しようとする心理が働いたと考えられる． 

図 5 は調査後の記入店舗数増加と地区の関係を示

している．実際に調査時に多くの人が行動した大街

道地区と銀天街地区において書き込まれている店舗 

図 5 調査後の記入店舗数増加と地区の関係 

 

の数が増加していることがわかる．これは中心市街

地の回遊に適した服飾施設や飲食店，アミューズメ

ント施設が多く存在するためだと考えられる． 

 

６．まとめ 

本研究では，メンタルマップアプローチによる中

心市街地の回遊行動分析を行った．分析の結果，メ

ンタルマップに記入されたオブジェクトの数から人

の回遊行動のタイプを分類しその違いを確認した．

またメンタルマップに書き込まれたオブジェクトに

よって規定される回遊行動の範囲は経時的に変化し，

その変化の仕方メンタルマップに描き込まれたオブ

ジェクト数に依存していることがわかった．メンタ

ルマップアプローチでは個人の描画能力の差が含ま

れている．学習方法・実験対象とする空間のレベル・

回遊の制約条件・継時的観点などに注意しなければ

ならない．学習におけるどのような条件の違いが記

憶表象にどのように影響するのかをさまざまな制約

条件下で行い，統制した条件の下で分析的に捉える

ことも必要であろう． 
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